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検索対象年の指定検索対象年の指定

Timespan欄において年度などの

検索期間の指定を行います。

Timespan欄において年度などの

検索期間の指定を行います。

Citation Databasesなどにおいて

データベースの選択も行えます。

Citation Databasesなどにおいて

データベースの選択も行えます。

Current Limitsの選択欄を非表示状

態にできます

Current Limitsの選択欄を非表示状

態にできます



一般的な検索(Search)一般的な検索(Search)

検索項目を指定できます。検索項目を指定できます。複数行の検索式を組み立て
ることができます。AND OR 
NOTの演算子を使用します。

複数行の検索式を組み立て
ることができます。AND OR 
NOTの演算子を使用します。

検索例： endothelin検索例： endothelin



検索結果のデータは簡易形式表示され
ます。

①出力希望データをチェックし、Print 
E-mail、マークリストへの取り込み、ダ
ウンロード(Save)、

EndNote WebやEndNote PC版への

取り込みを行えます。

①出力希望データをチェックし、Print 
E-mail、マークリストへの取り込み、ダ
ウンロード(Save)、

EndNote WebやEndNote PC版への

取り込みを行えます。

②Refine Resultsにより、結果を絞り込

むことができます。

②Refine Resultsにより、結果を絞り込

むことができます。

③Sort byによってデータの並び替えが

可能です。

③Sort byによってデータの並び替えが

可能です。

出力データ処理出力データ処理

①② ③

検索結果表示画面検索結果表示画面



Times Cited: この論文を引用したデータ

References: この論文が引用しているデータ

Times Cited: この論文を引用したデータ

References: この論文が引用しているデータ

検索結果のデータ表示検索結果のデータ表示

タイトルをクリックタイトルをクリック

をクリックして、このデータを
引用するあらたなデータがデータベースに追加さ
れるとメール通知させることができます。

をクリックして、このデータを
引用するあらたなデータがデータベースに追加さ
れるとメール通知させることができます。

出力ツール出力ツール

引用する論文が共通する他のデータ(Related 
Records)を表示できます。

引用する論文が共通する他のデータ(Related 
Records)を表示できます。



Refine ResultsツールRefine Resultsツール

Subject Areas:  主題分野で限定します。表示さ

れているリストから選択します。

Subject Areas:  主題分野で限定します。表示さ

れているリストから選択します。

Document Types： 文献タイプで限定します。表
示されているリストから選択します。

(Article:論文、Meeting Abstract：会議抄録など)

Document Types： 文献タイプで限定します。表
示されているリストから選択します。

(Article:論文、Meeting Abstract：会議抄録など)

限定項目ごとにリストにチェックしてRefineボタンをクリックする

と、限定結果データが表示されます。

限定項目ごとにリストにチェックしてRefineボタンをクリックする

と、限定結果データが表示されます。

検索後を記入しSearchをクリックして追加検索を行えます。検索後を記入しSearchをクリックして追加検索を行えます。

Analyze ResultsではRefineボタンのついていない
条件項目(ここでは著者、原著タイトル、 出版年、 所
属機関)での分析を行えます。また、表示数指定など

の設定を行えます。

Analyze ResultsではRefineボタンのついていない
条件項目(ここでは著者、原著タイトル、 出版年、 所
属機関)での分析を行えます。また、表示数指定など

の設定を行えます。



Analyse ResultsAnalyse Results

Rank the records 
by this field：

分析項目を選択しま
す。

Rank the records 
by this field：

分析項目を選択しま
す。

Analyse：

対象データの上
限数を指定しま
す。

Analyse：

対象データの上
限数を指定しま
す。

Set display options：

上位何位までを表示するか
を決めます。(初期値はベス
ト10です。)

Set display options：

上位何位までを表示するか
を決めます。(初期値はベス
ト10です。)

Sort by：

分析結果数ごとか、
分析項目値のアル
ファベット順ソート
が可能です。

Sort by：

分析結果数ごとか、
分析項目値のアル
ファベット順ソート
が可能です。



著者分析の結果例著者分析の結果例

著者にチェックしView Recordsで
データを表示できます。

著者にチェックしView Recordsで
データを表示できます。

タブ区切りテキストデータとして任意場所に任意
名で保存できます。

タブ区切りテキストデータとして任意場所に任意
名で保存できます。



Output Recordsツールの利用Output Recordsツールの利用

EndNote PC版

へ直接ダウン
ロード

EndNote PC版

へ直接ダウン
ロード

Step1 どのレコードを出

力するかを決めます。

Selected Records:は
チェックしたレコードが対
象です。

Step1 どのレコードを出

力するかを決めます。

Selected Records:は
チェックしたレコードが対
象です。

Step2 出力項目を決

めます。

Full Record形式には引

用リストも指定できます。

Step2 出力項目を決

めます。

Full Record形式には引

用リストも指定できます。

Step3 出力手段を決

めます。

Print

E-mail

Add to Marked List 

Save ほか

Step3 出力手段を決

めます。

Print

E-mail

Add to Marked List 

Save ほか

データ画面をスクロールした最下部に表示されます。データ画面をスクロールした最下部に表示されます。

Save形式の候補リストSave形式の候補リスト



レコードのマークレコードのマーク

①①
②②



マークレコードの出力マークレコードの出力
①①

②②

③出力項目、方法を指定します。③出力項目、方法を指定します。

出力項目に
チェック

出力項目に
チェック

方法を指定：
Format for Print
Save to File

(EndNote PC版ほか)
E-mail

方法を指定：
Format for Print
Save to File

(EndNote PC版ほか)
E-mail



Cited Reference Search(引用検索)Cited Reference Search(引用検索)

入力形式例が表示されます入力形式例が表示されます

引用著者を記入引用著者を記入

収載誌をあわせて
検索できます。規程
の省略名を記入し
ます。

収載誌をあわせて
検索できます。規程
の省略名を記入し
ます。

アルファベット順リストを
表示させ、Cited Work
欄に規程の省略表示名
をコピーできます。

アルファベット順リストを
表示させ、Cited Work
欄に規程の省略表示名
をコピーできます。

検索例：

Cited Author         Noyori R*

Cited Work         ACCOUNTS CHEM RES

検索例：

Cited Author         Noyori R*

Cited Work         ACCOUNTS CHEM RES



引用を受けているレコードを表示します引用を受けているレコードを表示します

Finish Search: チェックしたデータを引用す

るデータを表示します

Finish Search: チェックしたデータを引用す

るデータを表示します



引用された当該レコードの表示引用された当該レコードの表示

Times Cited: この論文を引用したデータ

References: この論文が引用しているデータ

Times Cited: この論文を引用したデータ

References: この論文が引用しているデータ



Finished search結果Finished search結果

当該データを引用するデータを表示します。当該データを引用するデータを表示します。



Advanced SearchAdvanced Search

コマンド方式の入力を行います。入力例が示されていま
すので、参考にしていただけます。

コマンド方式の入力を行います。入力例が示されていま
すので、参考にしていただけます。

検索履歴を組み合わせて検索するには、
Search History欄を利用します。

検索履歴を組み合わせて検索するには、
Search History欄を利用します。

検索集合にチェックし、ANDまたはOR
にチェックして、Combineをクリックする

と組み合わせ検索が実行されます。

検索集合にチェックし、ANDまたはOR
にチェックして、Combineをクリックする

と組み合わせ検索が実行されます。



Create Citation ReportCreate Citation Report

検索結果の引用分析が可能です



各論文の引用回数が示されます

表示ソートが可能です
(日付、引用回数、第一著者のアルファベット

表記、収録誌名、出版年)



検索履歴を保存、メール配信(Alert)指定が可能です検索履歴を保存、メール配信(Alert)指定が可能です

Search Historyタブを選択し、 をクリックしますSearch Historyタブを選択し、 をクリックします



アラート内容、配信アドレスなど
を決めます

アラート内容、配信アドレスなど
を決めます

RSS登録も可能で

す

RSS登録も可能で

す


